









































































































大別すると、 A. 書画類、 B. 書簡類、 C. 写真類、 D.
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1913年 2 月 東京谷中の全生庵に山田良政碑建立。
1913 年 2 ～ 3月 孫文、日本を公式訪問。









1916年 5 月 陳其美暗殺。













1945年 8 月～ 日僑自治会委員、残留日僑互助会会長。
1948年12月 上海からヲ｜き揚げ。
































































































































































































［横山｝ 最近私、 『中国の異民族支配j という本
を集英社新書から出しましたので、その中に基本
的な政策は書いております。もともと民族政策は
時代によって違いますので一貫して同じ政策が展
開されているわけではないのです。間もなく 1911
年の辛亥革命から100周年を迎えます。辛亥革命
を達成しようとした革命派と言われるグループ
は、基本的に漢民族18省の独立を目指す主張して
いました。 18省以外は、今の言葉では少数民族、
当時の言葉では異民族の土地だ、ということです。
辛亥革命というのは、清朝という異民族から18省
に住む漢民族の独立国家を作ろうというのが基本
的な考え方です。そうすると清朝時代や昔の皇帝
の時代には、漢民族の18省以外の異民族のところ
も支配して、中華帝国を樹立していましたから、
中華帝国は崩壊するわけですね。中華帝国の版図
を維持したいという連中も多いのは当然です。中
華民国を作った政府は革命派だけで政権を担当し
ていたわけではありませんから、草命派と伝統派
は国家構想、が異なります。清朝を打倒すると、「五
族共和j という形で、そのような周辺の異民族も
中華民国の版図に入れようとしました。革命派の
排他的漢民族主義が実現しませんでした。
外モンゴルは独立を宣言して独立に成功しま
す。チベットもダライラマが辛亥革命の直後に独
立を宣言いたします。けれどもこれは成功しな
い。外モンゴルを除いて、辺麗の異民族の独立は
達成されませんが、 1949年の中華人民共和国がで
きるまでに、辺艦のチベットや新腫ウイグルとい
うのは、中華民国の一部であるけれども実質的に
はイギリスが入っていたりして、実際の統治は中
国政府の影響力から離れていたということは言え
ると思います。だから実態としてのある程度の独
立性と、国家としての統一性の聞にずれがあった
のです。そのずれに関しましては、共産党政権が
113 
人民解放軍を辺境地に派遣して、中華帝国の版図
を統ーをすることに成功します。それが今の少数
民族を含めた中華人民共和国という形になってい
ます。
［司会］ そろそろ予定した時聞がきましたので、
このあたりで質疑応答を終わらせていただきま
す。 4 名の先生、どうもありがとうございました。
最後に藤田センター長から閉会の辞をお願いしま
す。
｛蕗田］ 本日は最後まで長時間にわたってご情聴
いただきまして大変ありがとうございました。私
は書院の解説的なお話をしましたが、今日の本
題は孫文でして、孫文をめぐってそれぞれの第一
線でご活躍の先生方にお話を伺うことができまし
た。とりわけご．当地の一番孫文に関係の深い神戸
の地で孫文の講演会と展示会ができましたこと
を、我々としては非常に嬉しく思っております。
本日は孫文記念館の安井先生と、北九州市立大学
の横山先生に特別のゲストとしてお願いし、快く
引き受けていただきまして、大変感謝申し上げま
す。ありがとうございました。また、最後に本学
の武井さんのほうからいろいろお話しいただきま
して、記念センターのいろいろな状況もご理解い
ただけたと思います。もし東京あたりへ行く機会
がございましたら豊橋へお寄りいただいて記念セ
ンターのほうへもご訪問いただけたら大変ありが
たいと思っております。記念センター長といたし
ましでも、先ほど巾しましたように東亜同文書院
1/4 
の存在を再確認しながら再評価できたらと思って
おります。私はヨーロッパの代表団みたいな形で
ヨーロッパの著名なそれぞれの大学に研究交流の
交渉をするために出かけたことがありました。ど
この大学でも「東亜同文書院J と言うと一発です
ぐ分かる。「愛知大学は知らない」ということで
ありまして、ただ f中日大辞典』がありますと
お話しすると「ああ、あの大学か」ということで
分かつていただける。そういう点で東亜同文書：院
という名前はグローパルです。これはアメリカに
行った本学のグループも同じ見解でありました。
そういう意味で、は海外で書院は高く評価され、日
本の中では先ほど申しましたような戦後の冷戦時
代の事情がありまして少し評価が遅れているとこ
ろがございます。我々としてはあらためて今後も
東亜同文書院の存在およびその内容を研究し、広
く知ってもらいたく思っています。卒業生でいろ
んな活躍をしてもまだ研究対象になっておりませ
ん。そういう意味でもまだまだ我々は研究に取り
組みますが、皆様の中でも書院に関心をお持ちの
方々、併せて我々と一緒に共同の研究を進めてい
ただければありがたいと思います。
今日は 6 時まで展示会があります。それから明
日もう 1 日展示会を予定しておりますので、まだ
ご覧になっていないという方はぜひご覧いただけ
れば大変ありがたいと思っております。なお先ほ
ども案内されましたように、一番後ろに我々の出
版物の販売も行なっていますので併せてご覧くだ
さい。どうも本当に今日は長時間にわたりましで
ありがとうございました。
